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手指の爪の形状に関する研究

植竹桃子

〔(社) 日 本家 政学 会

(東京家政学院短大)

巨! 白勺　 日常生活や被服造形の実習授業等で、長く伸ばした爪をもどかしげに使ってい

る場面にしばしば遭遇する。長い爪は、手先を使う作業の能率に影響することが推察され

る。一方、爪を伸ばすという行為は、身体を装飾するというヒト独特の行為のひとつだと

いえよう。したがって、爪を伸ばすことに関しては、一側面からのみではなく多くの視点

からの検討が必要だと考える。今回はその導入として、身体装飾と実用的機能の両側面か

ら爪を伸ばすことについての概要をつかみ、今後の指針をたてる。

ブ5 お!　A. 短大生活科学科に所属する女子学生145 名（平均年齢19.02 歳）を対象と

した質問紙調査：①爪の装飾のしか ｓの実態, ②爪を伸ばすこと、爪にマニキュアをつけ

ることに対する主観的評価B.   

縫

長く伸ばした被験者、伸ばしていない被験者、初め

て伸ばした被験者各１名をj吋象とじて、日常生活で行われる手指め動作（29 動作）を行う

様子を観察、およびそれら各動作への爪の長さの影響を自己判定させる。

糸吉 ぶ艮　 ①爪をよく伸ばす者は約２割、爪の装飾であるマニキュアをよくっける者は約

３割いる。②自分が爪を伸ばしている場合は他人が伸ばしているのを見て好感をもつが、

自分が伸ばしていない場合は好感度が低い（r ＝0.30 ）。　しかし、マニキュアをつけるこ

とについては、このような関連性はみられない。 ③2  9 動作のうち、指先を直接使うつま

む動作、手指を手のひらの中に握りこむ必要のある動作（鉛筆で字を書く等）. 軟らかい

物を扱う動作では特に、長く伸ばした爪による不都合が生じる。しかし、長い爪に慣れる

ことで不都合が解消される動作もある。
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手指の微細運動能力に影響を及ぼす要因
○都立短大 川端博子　東学大 鳴海多恵子　 弘前大 日 景弥生

【緒言】　種々の便利な機器の開発、家事の電化や外部化により、手指の使用の機会は減

りつつあるが、手指の巧緻性を向上させることの重要性は多方面から指摘されている。著
者らもこれまでの研究から手指の巧緻性の優劣が性格形成や学習意欲等に影響することを

報告している。本研究では、手指の微細運動能力に影響する要因を追究するために、手指
の運動能力を測定する糸結びなどの作業テストと、生活時間や技能に対する意識等につい

て質問紙調査おこない、それらの関連を解析した。
【方法】　調査対象は東京と青森の小学５年生、約450名である。作業テストでは糸結び
テストとたて線引き、点うち、図形模写、目測テストを実施し、手指の微細な運動性や手

と目の共応性、敏捷性、物の形や長さの認識について測定した。質問紙調査では①属性、

②好きなこと・自信のあること、③生活時間、④作業経験等についてとりあげた。
【結果】　糸結びテストは男子より女子の方が優位であったが、敏捷性や共応性を測る作

業では男子が優位な傾向がみられた。しかし、同性間では糸結びテストと他の作業テスト

の成績には関連がみられた。糸結びテストの成績の上位の者（上位群）と下位の者（ 下位
群）を抽出し、質問紙調査の結果の比較をしたところ、上位群は「 スポーツが得意」、

「手先の作業が得意」なほか､外遊びや勉強、手伝い、習い事など積極的に様々な活動を

しており、下位群はテレビ視聴やテレビゲームなどに費やす時間が多いことがわかった。
以上のことから手指の微細運動能力は直接体験の豊かさと自己評価に関連があることが明

らかとなった。

230


